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１学期が終わります！ 
～ご協力ありがとうございました～ 
 ７２日間の一学期がいよいよ終わります。振り返ると

どんなときも子供たちと教職員が一つになって，一緒に

前に進んできた一学期でした。こうして無事に一学期を

終えることができること，さらに子供たち一人一人が一

段と逞しくなり，成長できたことは，学校の教職員の力

だけではなく，保護者の皆様，地域の皆様のあたたかい

ご協力のおかげだと感じています。本当にありがとうご

ざいました。子供たちは明日から学校を離れ，家庭に戻

り，夏休みを迎えます。健康で安全に充実した夏休みと

なるよう，それぞれのご家庭でお子さんと夏休みの過ご

し方についてよくお話をしてください。 

 終業式では，一学期を振り返る写真や動画を試聴した

後，次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページの千代田小ブログでも紹介しましたが，

７月６日（木）に平和集会が行われました。７月６日は

今から７８年前に甲府空襲があった日です。甲府市内が

火の海となったこの出来事が描かれた絵本「かみず」の

読み聞かせを５，６年生がしてくれました。子供たちは

次のような感想を書いていました。 

この日正午には，防災放送での

甲府市長の平和を祈るお話の後に

全校児童が活動を一旦止めて，そ

れぞれの場所で，戦争で亡くなら

れた方々へのご冥福を祈って黙祷

を捧げました。平和週間の取り組みでは，この他にも戦

争をテーマにした本の展示や平和を願う折り鶴づくりが

児童会の活動としても進められました。戦争のない平和

の世の中になりますように･･･と願いを込めておられた

折り鶴は，上級生がひとつにまと

め，甲府市少年議会をとおして広

島平和祈念式典に届けられます。 
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々の子供たちの様子がご覧

になれます          

おはようございます。一学期も今日で終わりです。４月

６日，全校児童１５名の子供たちと１６名の先生方でスタ

ートしました。途中三浦先生が加わり，教職員は１７名と

なりました。１７名の先生と，「一人一人の子供たちが主

役となって活躍できるように，全員の子供たちを全員で指

導していきましょう。」と心を一つにして頑張ってきまし

た。その期待に応えて皆さんは一人一人がいつも「やれば

できる」と自分の力を信じて，間違いを怖れずに，たくさ

んのことにチャレンジして，その結果，できるようになっ

たことがたくさんあったと思います。これはとてもうれし

いことでした。 

毎日の生活の中ではうれしかったことばかりではなく，

悔しかったことや悲しかったこともあったと思いますが，

そのすべての経験が皆さんを大きく成長をさせてくれまし

たね。そう考えると学校で周りに励ましてくれる友だちが

いて，困ったときに助けてくれる先生がいること，当たり

前のことですが，その中で学んだり，生活できたりするこ

とは，とても幸せなことだと思いませんか？ 

校長先生は，皆さんが一番頑張ったことがあると思いま

す。それはお友達を大切にしたということです。これは，

一番うれしいことでした。いじめも０でした。このことを

千代田小学校の一番の強み，一番いいところにこれからも

していきませんか？いつも安心して，学んだり，生活した

りできる。自信をもって自分の言いたいことが言える。そ

して自分の良さをみんながほめてくれる。これからもそん

な学校をみんなで作っていきましょう。 

さあ，明日から夏休みです。全員が「自分が主役の

輝く夏休み」にするために，やりたいことを決め，そ

して目標も決めたと思います。その目標に向かって夏

休みの一日一日を大切に積み重ねていってください。

そのことがさらに自分自身を成長させることにつなが

っていきます。一番大切なのは，自分の命を守り，健

康で安全に過ごすということです。また，元気に８月

２８日に会いましょう。 
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７月１３日（木）５校

時に全校児童がプレイル

ームに集まりました。全

校で道徳授業を行うため

です。低学年が高学年の

児童の考えを真剣に聞い

たり，高学年が低学年の

児童の考えを聞いて「い

いね！」と認めたり，６

年間の子供たちの成長を

考えたときに，このよう

な全校での学び合いはと

ても大切だと改めて感じました。そして全員の意見が尊

重され，生かされる千代田小学校のこの学びの風土は大

きなセールスポイントです。これからもこのような取り

組みが様々な学習の場面で生かされていくとよいと思い

ました。授業の中ではchromebookのjamboardというアプ

リを使って，考えを出し合い，真剣に考えていました。

以下のようなすばらしい考えが出され，活発に意見交換

を行い，お互いの意見には大きな拍手で称賛するすばら

しい授業でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後の感想発表では，「千代田小学校はこれまでも

いじめのないいい学校だったけれど，もっといい学校に

できると思った。」「今日の授業を通して，これからもみ

んなのアイディアを出し合えば，何があっても大丈夫と

思った。」など全校みんなの心が一つになったいい授業で

した。優しい子供たちに囲まれて私たち教師も幸せな気

持ちになりました。これからも一人一人が主役となり，

時に主役の仲間をサポートし，助け合いながらチームと

して前に進んでいきたい･･･。いや，進んでいけると確信

をした一時間となりました。 

ありがとうの花をもっと咲かせよう！ 
児童会では当たり前に毎

日楽しく生活できているこ

とに，もっとみんなが「あ

りがとう」の思いをもって

ほしいと，児童玄関前のモ

ニターにメッセージを作っ

て，呼びかけています。学

校放送では，当番児童が「

ありがとうの花」の紹介をしていました。たくさんの「

ありがとう」が集まり，「宣伝の効果抜群！」といって

喜んでいました。一学期最後の日にもありがとうＢＯＸ

にたくさんのメッセージが入れられていました。 

スマホ・ゲームから離れた夏休みを！ 

長期の休業では，ついつい長

時間オンラインゲームや携帯

電話のゲーム，ユーチューブの

動画などを見がちになってし

まうことがあります。これで

は，目や体等健康上にもよくあ

りません。 

ゲーム自体を娯楽として楽しむ分にはまったく問題あ

りませんが，ゲームをやりすぎてゲーム障害になると，

生活するうえでも支障が出てくるといわれています。朝

起きられない，昼夜逆転，成績低下，学校の欠席，不規

則な食事などが挙げられます。ゲーム障害患者の平均ゲ

ーム時間は，平日 6時間，休日7時間と，生活の多くの

時間をゲームに費やしています。 

学校では「スマホ・ゲームから離れた生活を」をテーマ

に一定期間，児童玄関で動画を放映しました。また学級

でも自分の時間の使い方について学習しました。夏休み

の期間は家で過ごす時間が長くなることから，ゲーム時

間の増加が心配で

す。家庭でのゲーム

時間のやくそくを

守れない場合は，子

供がゲームをした

い気持ちを理解し

ながらも，このまま

だと何がよくない

のか，ぜひお子様と

一緒に考えてくだ

さい。 

 

「いじめ０を続けていくために･･･」 

・がんばっていることをじゃましない。 

・たすけあう。・ありがとうを言う。 

・自分の嫌なことはしない 

・相手の気持ちを考えて行動する。 

・だれかが困っていたら助ける。 

・わからないことを教えてあげる。 

 

「友だちが失敗したときどんな言葉をかける？」 

・だいじょうぶ。 ・つぎはできるよ！ 

・わらってがんばろう！ ・失敗は成功のもとだよ！ 

・誰だって失敗するよ。 ・次はできるよ！ 

・とりもどそう！ ・まちがいはふつう！ 

・あきらめないで。もう一回チャレンジしよう！ 

・やればできる。・私もよく失敗するから大丈夫だよ。 

・私も手伝うから大丈夫だよ。 

学校だより「千代田」は千代田小学校の教育活動 

を知っていただき，学校・家庭・地域が共に手を 

携えながら子供たちのよりよい成長のために前に 

進んでいけるようにと願いながら発行をします。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

学校便りホームページ版は右記QRコードより 

ご覧いただけます。 


